
                       

１
月
か
ら
医
療
通
訳
士
養
成
講
座
開
講 開

講
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
！  外

国
人
や
聴
覚
障
害
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
医
療
従
事
者
の
負
担
や
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
「
医
療
通
訳

士
登
録
派
遣
制
度
」
の
創
設
を
目
指
し
、
１
月
10

日
（
金
）
か
ら
医

療
通
訳
士
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
同
日
、
開
講
を
記
念
し
て

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、

１３１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 全

10

回
40

時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
わ
れ
る
養
成
講
座
で
は
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
団
体
で
あ
る
関
西
医
科
大
学
と
同
大
学
附
属

枚
方
病
院
、
枚
方
公
済
病
院
、
星
ヶ
丘
厚
生
年
金
病
院
、
枚
方
市
民

病
院
か
ら
講
師
を
招
き
、
医
療
や
保
健
衛
生
、
保
険
制
度
等
に
関
す

る
知
識
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
実
習
を
行
い
ま
す
。                          枚

方
市 
在
宅    

枚
方
市 
在
宅
医
療
推
進
の
た
め
の 地

域
に
お
け
る
多
職
種
連
携
研
修
会
を
実
施  

平
成
25

年
12

月
21

日
（
土
）
、
メ
セ
ナ
ひ
ら
か
た
会
館
に
お い

て
、
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」 を

目
的
と
し
た
研
修
会
が
実
施
さ
れ
、
81

人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

本
研
修
は
、
大
阪
府
枚
方
保
健
所
、
枚
方
市
医
師
会
、
枚
方
市   を

主
催
と
し
て
、
枚
方
市
歯
科
医
師
会
、
枚
方
市
薬
剤
師
会
、
枚  方

市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
共
催
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で す

。  
平
成
25

年
度 
第
３
回 災

害
医
療
対
策
会
議
を
開
催   

平
成
26

年
１
月
２9

日
（
水
）
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
災
害
医  療

対
策
会
議
が
枚
方
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
枚 方

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
【
改
訂
版
】
に
つ い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
平
成
26

年
度
の
災
害
医
療 訓

練
に
向
け
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。   
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第１部：基調講演 

「医療通訳士の未来像」 

講師： 

医療通訳士協議会会長 

大阪大学大学院 

人間科学研究科教授 

  中村 安秀  氏   

 
「医療通訳士養成講座」 

 

第１回：医療通訳総論 

（講師：中村 安秀 氏） 

シンポジウム終了後、手話・英語・ 

スペイン語・中国語の通訳等の経験

をもつ 19人の受講生が参加。 

医療通訳士の現状と展望、役割と

業務範囲、日本における国際化・グ

ローバル化の現状、異文化理解、多

文化共生等について、講義が行われ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第２部：パネルディスカッション 

「医療通訳士への期待と展望」 

パネリスト： 

医療通訳士協議会会長：中村 安秀 氏 

摂南大学看護学部長  ：後閑 容子 氏 

枚方市長        ：竹内 脩 

コーディネーター： 

枚方市市政アドバイザー：見城 美枝子 氏 

実体験を交えた意見

交換に、多くの参加

者が熱心に聞き入っ

ていました。 
→ 
当
日
の
様
子
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



                                                             

■在宅医療推進のための地域における多職種連携研修会の概要■ 
 

 

当日は、15時から 18時 10分まで約３時間にわたり、医師

や歯科医師、薬剤師、訪問看護ステーション看護師、保健師、ケ

アマネジャー、地域包括支援センター職員、病院地域医療連携部

門担当者、行政担当者などが一堂に会して、下記の研修を行いま

した。  

 

平成 25年 12月以降に実施したコンソーシアム連携事業 
 

日 程 内 容 場 所 実施主体 

平

成

25

年 

12月 7日（土） 

14時～ 

市民公開講座 

「がんになった時、あなたの生活を支える 

切れ目ないサポート」 

～そうだったのか！地域医療連携と緩和ケア～ 

●講演 1「がん治療を支える早期からの緩和ケア」 

   関西医科大学附属枚方病院  

消化器外科 診療講師 柳本 泰明 

がん看護専門看護師 佐久間博子 

●講演２「知って安心がんサポート情報」 

   関西医科大学附属枚方病院  

麻酔科 講師 増澤 宗洋 

緩和ケアチーム、地域医療連携部 

（参加者：170人） 

関西医科大学附属 

枚方病院 13階講堂  

関西医科大学附属 

枚方病院 

平

成

26

年 

１月 18日（土） 

14時～ 

星ヶ丘がん市民公開講座 

「がんの早期発見・早期治療」 

●講演１「検診・初診から始まる切れ目のない 

がんの治療-星ヶ丘の試み-」 

    星ヶ丘厚生年金病院  

院長補佐兼外科主任部長 辰巳 満俊 

 ●講演２「大腸がんの検診-早期発見のポイント-」 

    金沢赤十字病院 

 副院長兼第一外科部長 西村 元一  

 （参加者：188人） 

メセナひらかた会館 

２階 多目的ホール 
星ヶ丘厚生年金病院 

 

今後実施予定のコンソーシアム連携事業 
  日 程 内 容 場 所 実施主体（お問い合わせ先） 

2月 15日（土）

15時～18時 

医科・歯科・介護連携強化事業研修会 

「地域で支える在宅療養高齢者の口腔ケア・ 

口腔機能維持管理（仮題）」 

メセナひらかた会館 

2階 多目的ホール 枚方市歯科医師会 

※電話   848-1108 

 ファクス  840-7133 2月 22日（土） 

14時～17時 
がん患者に対する口腔ケア 

メセナひらかた会館 

6階 大会議室 

3月 29日（土） 

14時～16時 

市民公開講座 

「北河内圏域における認知症について」 

  

 定員：先着 170人 

 事前申込不要。当日は、直接会場へ。 

メセナひらかた会館 

6階 大会議室 

枚方市医師会、 

大阪府医師会勤務医部会 

（お問い合わせ先） 

医療法人協仁会 小松病院 

地域連携室へ。 

※電話   823-1521 

ファクス 821-7013  

●当日のカリキュラム  

区 分 タイトル 

講義 
「在宅医療が果たすべき役割」 

「在宅医療と介護の連携における現状と課題」 

グループ 

ワーク 
「在宅介護資源の情報交換とマップの作成」 

講義 「認知症の基本的理解とマネジメント」 

演習 「事例検討 認知症患者への対応と意思決定支援」 

 

当日の会場の様子 


